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Into my Packet

ウィメンズ・オンライン・メディア・プロジェクト

吉村順子
junko@suehiro.nakano.tokyo.jp

C  O  L  U  M  N

市 民 の 声 と イ ン タ ー ネ ッ ト

WOMのホームページ shttp://www.suehiro.nakano.tokyo.jp/wom/index.html

第4回国連世界女性会議NGOフォーラムのコミュニケーシ

ョンセンターを運営するAPCのスタッフとして、この夏北京市

と懐柔市に24日間滞在することになったことは7月号で報告し

ました。しかし、ただ行くだけではイベントと同じで、その時

だけのものになってしまうような気がします。ボランティアとし

て何かアクションを起こすなら、事前事後の一貫した活動まで

考えていかないと自己満足に終わってしまう恐れがあります。

●

インターVネットの運営組織がVCOMとなりほっと一息つき

ながら、自宅で友人と阪神淡路大震災情報ボランティアのビ

デオを見ていた5月のある日のことです。日頃からパソコン通

信を通じて女性に関する問題の情報発信に取り組んでいる友人

は「自分にもホームページが作れたらいいのに」とつぶやきま

した。そのとき私は、はっとひらめきました。

「日本の女性学研究者や市民活動に携わる人が、インターネ

ット上の関連情報に労せずアクセスするための目次になるホー

ムページを作ろう。そうすれば、これまで電子ネットワークに

積極的な魅力を感じていなかったかもしれないこの分野の人た

ちに、その利用価値に気づいてもらえるのではないか。また電

子メールの利用がすすめば、新しいコミュニティも形成できる」

日本の女性が抱えている問題に関する情報は、まだインター

ネット上にはほとんどないといってもいい状況です。日本の情

報を世界から見えるところにタイムリーにストックしていくこと

で、各国のNGOスタッフとの相互理解も図れるのではないで

しょうか。

さいわいWWWサーバーは、VCOMのオペ

レーションをしている末廣ハウスにもあります。

女性学という分野と、VCOMの接点をいろい

ろ考えてみました。

ホームページを作れば、日頃、資料を集め

るために手元に控えてあるURLをいちいち参

照しないですむようになります。どちらかとい

うと、まず自分たちの手間を減らすために始

めてみない？　ということで、さっそく電話連

絡をとり始めました。昨年から何回か顔を合

わせていた知人を中心に女性ばかり7名が集

まり、次の土曜日には末廣ハウスで初めての

ミーティングが開かれました。

動き始めると速いもので、次の週のうちに連絡用、作業用

のメーリングリストができ、6月3日には、素朴なものですが、

Women's Online Media Project（WOM：ワム）のホームペ

ージが公開されました。

主な内容は、女性学データベース情報とそのリンク、女性学

関連MLの紹介と参加方法のサマリー、北京女性会議のホー

ムページへのリンクなどです。また、今後は北京女性会議に参

加する日本の女性たちの情報も入れていきます。慶応大学の大

学院生も積極的に参加し、文書のHTML化や翻訳、女性学デ

ータベースやWWWサーバーの最新状況の確認作業などをこな

してくれています。財団法人横浜市女性協会には長年の活動

で蓄積していた情報をこころよく提供していただき、感謝して

います。海外からのアクセスを意識し、英語のページに力を入

れました。この号が発売されるころは、北京会議前ということ

で、かなり充実した内容になっていると思います。

●

世界的に広がりをもつ市民活動をしようとするなら、もはや

インターネットの活用は不可欠です。だれもが、まずインター

ネットで情報を探します。日本のインターネットに世界から注

目されるようなホームページが1つでも多く存在し、いろいろな

問い合わせに十分答えられる運用体制を備えた組織が多くなる

ことが、インターネットを生かす国際交流といえるのではない

でしょうか？

コミュニケーションスタッフのMLで「日本にも女性問題を

扱うWWWサーバーを作ったよ」と報告した

ら、「すごくエキサイティングなニュースだ！

おめでとう」と、やや興奮ぎみの返事があり

ました。どうしても日本語を表示させたいか

ら教えて、という熱心なメールも来ています。

北京では、２バイト文字を通さないネット

ワークしかないようです。現地で日本語テキ

ストをエンコードして送り、それを末廣ハウ

スで受けて自動デコードし、適切なMLやニ

ュースグループ、WOMのWWWサーバーな

どに投稿するしくみを、北京に行く前に技術

担当者と力を合わせて作ります。さあ、これ

からがちょっと大変かな。夏バテとは無縁の

私ですが、みなさんもからだを大切に！
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